
令和２年度　喜多方市立山都小学校　農業科のまとめ

　＜スイカの収穫＞　　６　年

　６月にスイカの苗の定植を行い，おいしいスイカが
実ることを願いながら夏の除草作業に汗を流しまし
た。支援員さんから大きなスイカを作るために，余計
なつるは取ってしまうことを教えてもらい，子どもたち
はとても驚いていました。支援員さんの力添えで，去
年に負けない大きくて甘いスイカができました。みん
なで一斉にほおばり，笑顔の花を咲かせました。
　後日，大きなスイカを大切に抱えて各家庭に持ち
帰り，家族みんなで最高の味をあらためて満喫し，小
学校での農業科の学習を終えることができました。

　＜サツマイモの収穫＞　　３　年

　３年生は大好きなサツマイモを育てました。農園で
初めて鍬を使ってまっすぐに畝を作りました。
　１０月には伸びたつるを取り除き，土が見えるよう
にしてから収穫しました。友達より大きなサツマイモ
を掘ろうと競い合っていました。たくさんの太くて長い
さつまいもを大事に抱えて喜ぶ笑顔が見られました。
　学校では，「油で揚げない大学芋」を教えてもらい，
安全に調理ができて甘くておいしい味に大満足の３
年生でした。

　＜豆腐づくり＞　　４　年

　４年生が収穫した大豆を使って，１月に豆腐づくり
を行いました。豆腐の作り方は食生活改善推進委員
のみなさんに教えていただきました。堅くて丸い大豆
が柔らかい豆腐に変身したときの驚きと喜びは忘れ
られないものになったようです。
「手作りの豆腐はとてもおいしい。」
という感想が聞かれ，子どもたちの心に残るよい学
習となりました。
「家族みんなで食べたらもっとおいしいだろうな。」
と，優しさや感謝の心も育ちました。

　＜カボチャの苗植え＞　　５　年

　５年生はカボチャを育てました。消毒した青いカボ
チャの種の色に驚き，毎日の水やりと観察を楽しみ
ながら熱心に栽培活動を行いました。
　６月には，大きくなった苗を植えました。農園に畝を
作ることから始め，支援員さんの力を借りてみんなで
汗を流しました。
　協力することを肌で感じ，カボチャの収穫をわくわく
しながら除草作業や観察に取り組み，秋にはたくさん
収穫できて，満面の笑みがあふれていました。


